
 

平成 23年第３回武蔵野市議会定例会提出予定議案 

番 号  件       名  説           明  

１  

武蔵野市平和の日条例 「武蔵野市平和施策懇談会」の提言を受け、戦

争犠牲者に哀悼の意を表し、武蔵野市民として

平和の大切さを改めて考えることを目的として

制定するものである。 

◎11月 24日を「武蔵野市平和の日」とする 

２ 

武蔵野市長期計画条例 総合的かつ計画的な市政運営を推進することを

目的とする条例を制定するものである。 

◎長期計画の位置づけ、基本理念等の議決等を

条例化  

３  

武蔵野市市税条例等の一

部を改正する条例 

（例規類集P.719）

現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して

税制の整備を図るための地方税法等の一部を改

正する法律（平成 23年法律第 83号）の施行等に

伴い、所要の改正をするものである。 

◎寄附金税額控除の対象の拡大 

◎租税罰則の見直し  

４  

武蔵野市学童クラブ条例

の一部を改正する条例 

（例規類集P.1077）

本宿こどもクラブの学校内移転に伴い、所要の

改正をするものである。 

◎校内移転に伴う所在地変更 

５ 

武蔵野市環境基本条例の

一部を改正する条例 

（例規類集P.1351）

地方自治法の一部を改正する法律（平成 23年法

律第 35号）の施行に伴い、所要の改正をするも

のである。 

◎地方自治法改正による義務付け撤廃による改

正  

６  

武蔵野市まちづくり条例

の一部を改正する条例 

（例規類集P.1399）

地方自治法の一部を改正する法律（平成 23年法

律第 35号）の施行等に伴い、所要の改正をする

ものである。 

◎地方自治法改正による義務付け撤廃による改

正  

７  

武蔵野市下水道条例の一

部を改正する条例 

（例規類集P.1445）

排水設備工事責任技術者登録の広域化に伴い、

所要の改正をするものである。 

◎排水設備工事責任技術者登録において、東京

都下水道局の登録を受けたものも責任技術者

とみなす  



 

８  

武蔵野市奨学金支給条例

の一部を改正する条例 

（例規類集P.1673）

奨学金の支給対象となる学校に高等専門学校等

を加えるほか、所要の改正をするものである。

◎奨学金の支給対象者の資格の改正等 

９ 

武蔵野市庁舎衛生配管更

新及びトイレ改良等工事

請負契約 

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得また

は処分に関する条例（昭和 39年３月武蔵野市条

例第11号）第２条の規定に基づき提案する 

◎ 市 庁 舎 ト イ レ 、 給 湯 室 等 の 配 管 工 事 。 4億

2840万円。  

10 

平成 23年度武蔵野市一般

会計補正予算（第２回）

◎1億 4605万 9千円補正増 

（補正後予算額573億 3441万 3千円） 

（主な内容） 

・非構造部材の耐震性点検調査/2086万 9千円  

・エフエムむさしのサイマル放送/88万 1千円  

・保育園給食食材放射能汚染測定/317万 1千円  

・商店街装飾街路灯ＬＥＤ化/500万円  

・耐震アドバイザー派遣・建築物耐震性相談/ 

                       308万 7千円  

・緊急輸送道路沿道建築物耐震化助成/520万円

・家具転倒防止器具普及・ブロック塀等改善/ 

                   1750万円  

・東京都・四市合同総合防災訓練/294万 9千円  

・防災啓発用パンフレット作成・配布/ 

                  363万 5千円  

〇緊急雇用創出事業(3事業 )    861万 3千円  

〇緊急経済対策事業(9事業 )   3931万 7千円  

11 

平成 23年度武蔵野市介護

保険事業会計補正予算 

（第１回） 

◎7414万 9千円補正増 

（補正後予算額97億 3661万 7千円） 

・国、都支出金等の返還 



 

12 

平成 22年度武蔵野市決算

の認定について 

（追加提案予定） 

◎ 一 般 会 計 ／ 予 算 現 額 613 億 6768 万 円 に 対 し

て 、 歳 入 決 算 額 は 618億 1803万 円 、 歳 出 決 算 額

は 591億 3396万 円 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 26億 8407

万円、翌年度へ繰り越すべき財源は２億 3006万

円、実質収支額は 24億 5400万円、一般会計にお

ける予算現額に対する歳出の割合は96.4％。  

・ 歳 入 の 款 別 、 市 税 は 前 年 度 比 0.4％ の 増 （ う

ち 個 人 市 民 税 は 6.0％ 減 、 法 人 市 民 税 は 19.8％

増）、収入合計額に対する割合は 59.1％。地方

消 費 税 交 付 金 は 0.2%減 。 使 用 料 及 び 手 数 料 は

0.0％微増。国庫支出金は 1.8％増。都支出金は

13.1 ％ 増 。 財 産 収 入 は 土 地 売 却 な ど に よ り

230.5％ 増 。 繰 入 金 は 46.4％ 増 。 繰 越 金 は 36.3

％減。市債は64.1％増。 

・歳出の款別、総務費が基金の積立などにより

前年度比 16.7％増。民生費は子ども手当に要す

る経費、国民健康保険事業の特別会計繰出金、

生活保護費の扶助費などの増により 20.0％増。

衛 生 費 は 2.4％ 減 。 商 工 費 は 定 額 給 付 金 事 業 が

なくなったことなどにより 81.8％減。土木費は

7.4％ 減 。 消 防 費 は 7.1 ％ 増 。 教 育 費 は 0.6 ％

増。消費的経費の構成比率は 50.1％、投資的経

費は12.6％。  

◎特別会計／下水道事業会計、歳入は前年度比

で 50.6％増の 34億 8032万円、歳出は 50.4％増の

34億 5862万円。国民健康保険事業会計、歳入は

1.0％減の 109億 1166万円、歳出は 0.1％減の 108

億 6735万 円 。 老 人 保 健 (医 療 )会 計 (平 成 22年 度

を も っ て 廃 止 )、 歳 入 は 59.5％ 減 の 4987万 円 、

歳出は 35.9％減の 4987万円。後期高齢者医療会

計、歳入は 6.0％増の 26億 7346万円、歳出は 6.0

％増の 26億 6381万円。介護保険事業会計、歳入

は 4.6％増の 88億 6563万円、歳出は 5.2％増の 87

億 3536万円。 

13 

平成 22年度武蔵野市水道

事業会計決算の認定につ

いて 

（追加提案予定） 

◎年間給水量 1808万 2098㎥  

◎１日当たり平均給水量 4万 9540㎥  

◎収益的収支 

収入額 34億 6971万円  

支出額 33億 8004万円  

純利益   8967万円  

 


